










やま うち かず あき
氏 名山内一晃
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号第 1 8 2 2 8 号
学位授与年月日 平成 16 年 1 月 23 日


















第 2 章では、日本建築学会が毎年顕彰する作品選集受賞作品から「商業施設」、「業務施設」、「教育施設」の 3 用途
を研究対象とし、設計者が表した文章から全名詞を抽出して「概念語」と「形態語J に分類し、「概念語」と「形態
語J は 1 用途・ 1 作品にしか出現しない語が多く存在すること、「概念語J と「形態語J の反応関係を示す概念・形
態連関表に数量化E類を適用し、両者の反応関係は概念・形態連関表の対角線上に集中した分布となることを示し、
「概念語」と「形態語J は作品毎に強く結び、ついた独自の表現方法が用いられることを示している。




第 4章では、現実の竣工作品である「神戸 HL 計画J を取り上げ、基本計画過程での解決策を設計打合せを通じて













(1) r商業施設J 、「業務施設J 、「教育施設」において、「概念語」と「形態語」は 1 用途にしか出現しない語が多
く存在し、更に 1 作品のみに出現する語が 80%以上で、両語とも作品との結びつきが極めて強い。






(4) 現実の竣工作品である「神戸 HL 計画J を取り上げ、基本計画過程でキーワードと呼応する「形態語」の存在
を抽出し、建物完成時期の建築形態のイメージは既に基本計画過程に想起・認識されていること、建物の形態構成は
「形態語J の特定化・集約化と模型や図面の精度向上が連動して推進されること等を明らかにしている。
(5) 以上に基づき、基本計画過程における建築形態構成が効果的に推進される上で考慮すべき要件を提示している。
以上のように、本論文は、設計の多様性ゆえブラックボックス的に扱われることが多い建築形態構成過程のうち、
基本計画過程において、設計者の表現する言語を手掛かりに形態構成の様態を解析する手法を開発すると共に、当該
過程を効果的に推進する上で必須の基礎的要件を解明しており、建築計画学、特に建築形態工学の発展に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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